










　主に米国に於て,最近,急性脳症と肝障害を同時に示すいわゆる Reye

syndrome が多発し,小児料医の関心を集めている。またこの Reye syndrome と

よく似た症状を足し,肝生検像によらねば両者を区別し得たい疾患の報告もあ

り,Reye syndrome の病因論,治療法などと共に論議を呼んでいる。我国にはま

だ地域発生の報告はないが,この疾患がかってのエキリ症候群とかなりの類似

点があるということで,また別の視点を与えているように思われる。疾患の経

過中,一時 Reye syndrome を疑ったが,病理組織及び酵素測定などの結果からこ

の疾患でなく,むしろ類似疾患と考えられる症例を経験したので,今後の問題を

提起する意味を含めて報告する。


